
紹

介

木
簡
学
会
編

『
木
簡
研
究
』
創
刊
号

　
本
誌
『
木
簡
研
究
』
は
、
木
簡
学
会
が
そ
の
目

的
と
す
る
所
、
即
ち
「
木
簡
に
関
す
る
情
報
を
蒐

集
・
整
理
し
、
木
簡
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
研
究

・
保
存
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
の
普

及
を
は
か
り
、
史
料
と
し
て
の
活
用
に
資
す
る
」

（
木
簡
学
会
会
則
第
三
条
）
た
め
に
行
な
う
事
業

の
一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
創
刊
号
の
構
成
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ

る
。　

創
刊
の
辞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
俊
男

　
一
九
七
八
年
出
土
の
木
簡
（
概
要
、
奈
良
・
平

城
霊
跡
他
全
国
二
〇
遺
跡
）

　
一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡
（
一
）
（
三
重
・

柚
井
遺
跡
、
秋
田
・
払
馬
柵
跡
、
奈
良
・
平
城
筆

跡
、
正
倉
院
伝
世
の
木
簡
）

　
中
国
簡
膜
研
究
の
現
状
　
　
　
　
　
大
庭
　
脩

　
東
北
地
方
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
　
平
川
　
南

長
岡
京
木
簡
と
太
政
宮
厨
家
　
　
　
今
泉
隆
雄

藤
原
宮
跡
出
土
の
宮
奴
碑
関
係
木
簡
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
頭
清
明

記
念
講
演
（
M
・
ロ
ー
ウ
ニ
）
要
旨

木
簡
第
一
号
発
見
の
こ
ろ
　
　
　
　
田
中
琢

　
彙
報

　
右
の
如
き
本
誌
の
構
成
が
、
先
に
引
用
し
た
木

簡
学
会
設
立
の
目
的
を
如
実
に
反
映
し
た
編
集
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
本
誌
全
般
に
わ
た
っ
て
は
、
既
に
平
野

邦
雄
氏
に
よ
っ
て
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
（
『
日
本

歴
史
』
三
八
二
号
、
一
九
八
○
・
三
）
こ
と
で
も

あ
り
、
こ
こ
で
は
本
誌
の
中
で
「
第
二
部
の
論
考

篇
」
を
構
成
す
る
大
庭
・
平
川
・
鬼
頭
・
今
泉
諸

氏
の
論
文
に
触
れ
る
こ
と
で
、
本
誌
紹
介
の
貴
を

全
う
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
ま
ず
大
庭
論
文
は
、
中
国
に
於
け
る
竹
簡
・
木

騰
研
究
の
発
展
史
を
年
代
的
に
三
時
期
に
区
分
し

各
時
期
の
特
色
を
要
約
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

氏
は
序
説
に
於
い
て
第
一
期
1
1
一
九
四
二
年
以
前

・
第
二
期
1
1
一
九
四
三
年
か
ら
一
九
七
一
年
迄
・

第
三
期
肌
一
九
七
三
年
以
降
今
日
を
含
む
時
期
と

区
分
さ
れ
な
が
ら
、
一
方
本
論
中
で
は
第
一
期
・

第
三
期
の
学
期
区
分
は
序
説
と
一
致
す
る
も
の
の

第
二
期
を
一
九
四
三
年
か
ら
一
九
七
九
年
の
間
の

研
究
と
さ
れ
て
お
り
、
序
説
と
本
論
と
に
於
い
て

第
二
期
の
扱
い
に
齪
齢
を
生
じ
て
い
る
こ
と
が
気

懸
り
で
あ
る
。
た
だ
、
本
論
を
読
む
限
り
、
第
二

期
は
思
延
漢
簡
に
関
す
る
今
日
迄
の
研
究
で
あ
り
、

一
方
第
三
期
は
敦
捏
7
居
延
等
フ
ィ
ー
ル
ド
の
遺

跡
出
土
の
簡
騰
と
は
区
別
さ
れ
る
古
墓
か
ら
出
土

す
る
簡
順
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で

は
単
な
る
時
期
区
分
の
問
題
で
は
な
く
、
出
土
遺

跡
の
性
格
の
相
違
を
も
考
慮
に
入
れ
た
整
理
が
行

な
わ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
。

　
な
お
、
氏
が
「
釈
文
を
作
成
す
る
極
く
限
ら
れ

た
人
た
ち
が
、
自
己
の
価
値
判
断
に
よ
っ
て
資
料

の
一
部
を
発
表
し
な
い
の
は
科
学
的
で
は
な
い
。

す
べ
て
が
公
開
さ
れ
て
か
ら
価
値
判
断
を
下
す
べ

き
も
の
で
、
い
ず
れ
は
す
べ
て
が
公
開
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
と
い
う
信
頼
の
も
と
に
、
釈
読
に
従
事
す

る
人
び
と
が
そ
の
仕
事
を
完
成
す
る
ま
で
新
資
料

を
独
占
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ

て
お
ら
れ
る
点
は
、
中
国
の
み
に
限
ら
ず
日
本
の

発
掘
調
査
担
当
者
・
木
簡
講
読
担
当
者
も
肝
に
銘

ず
べ
き
戒
め
の
言
葉
と
な
ろ
う
。

　
次
い
で
平
川
論
文
は
、
境
時
点
迄
に
東
北
地
方

の
各
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て
そ
の
個

々
の
も
つ
内
容
を
文
献
史
料
及
び
東
北
地
方
以
外
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介紹

の
遣
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
記
載
等
と
比
較
し

な
が
ら
述
べ
、
そ
の
後
、
東
北
地
方
出
土
の
木
簡

全
般
が
も
つ
特
色
を
出
土
状
況
・
形
状
・
内
容
と

そ
の
意
義
の
三
点
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
、
更
に

近
年
多
賀
城
跡
よ
り
出
土
し
た
多
量
の
漆
紙
文
書

と
の
関
連
か
ら
地
方
に
於
け
る
木
簡
と
紙
の
関
係

解
明
を
通
じ
て
木
簡
の
地
方
に
於
け
る
用
途
を
解

明
す
る
こ
と
が
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
今
後
各
地
方
か
ら
の
木
簡
出
土
例
の
増

加
が
予
測
さ
れ
る
中
で
、
氏
が
課
題
と
さ
れ
た
点

は
、
古
代
に
於
け
る
中
央
と
地
方
の
在
り
方
の
相

違
を
木
簡
と
い
う
史
料
の
上
で
認
識
す
べ
き
こ
と

を
提
言
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
二
論
文
は
、
従
来
の
研
究
・
発
掘
調
査
の

状
況
を
現
時
点
で
両
氏
の
専
門
で
あ
る
中
国
及
び

東
北
地
方
に
つ
い
て
総
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
一

方
以
下
に
触
れ
る
二
論
文
は
、
　
「
木
簡
そ
の
も
の

に
つ
い
て
の
研
究
」
で
あ
る
。

　
今
泉
論
文
は
、
長
岡
京
跡
第
1
3
次
調
査
出
土
木

簡
に
つ
い
て
そ
の
出
土
状
況
・
内
容
と
そ
の
特
徴

・
伴
出
遣
物
及
び
木
簡
の
筆
蹟
の
問
題
を
検
討
さ

れ
、
発
掘
調
査
地
点
（
推
定
長
岡
京
左
京
二
条
二

坊
五
・
六
坪
問
）
付
近
に
存
在
し
木
簡
等
の
遺
物

を
投
棄
し
た
官
衙
が
太
政
官
厨
家
で
あ
る
こ
と
を

推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
殊
に
氏
の
推
定
の
最
大

の
根
拠
で
あ
る
筆
蹟
の
検
討
は
、
木
簡
を
釈
文
の

形
で
報
告
書
に
よ
っ
て
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
ぬ

者
に
と
っ
て
は
本
来
理
解
困
難
な
点
で
あ
る
が
、

本
誌
で
は
当
該
木
簡
を
含
め
多
数
の
木
簡
の
図
版

を
コ
ロ
タ
イ
プ
で
巻
頭
に
掲
げ
理
解
の
一
助
と
し

て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
一
方
、
「
第

一
部
」
の
「
一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡
（
一
）
」

に
於
い
て
は
、
木
簡
の
実
物
に
あ
た
り
従
来
の
読

み
を
変
え
て
お
ら
れ
る
執
筆
者
も
お
ら
れ
そ
の
労

を
多
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
薮
該
木
簡
の
図

版
と
従
来
の
読
み
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
点
が

惜
し
ま
れ
る
。
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

各
地
方
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
報
告
書
で
は
、
予
算

等
の
関
係
の
故
か
木
簡
の
図
版
を
コ
ロ
タ
イ
プ
で

掲
載
し
て
い
る
も
の
は
極
く
稀
で
あ
り
、
今
後
彼

様
な
木
簡
研
究
の
精
細
化
に
伴
い
少
な
く
と
も
木

簡
の
図
版
を
よ
り
精
密
な
も
の
に
改
題
し
て
掲
載

さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
こ
よ
う
。

　
な
お
、
行
論
中
木
簡
に
「
考
所
」
と
表
記
さ
れ

て
い
る
存
在
が
太
政
官
の
考
選
を
掌
る
太
政
官
内

部
の
臨
時
的
所
で
あ
る
こ
と
は
、
　
「
延
喜
式
」
巻

十
一
太
政
官
考
定
条
・
「
西
宮
記
」
巻
五
十
考
・

「
北
山
抄
」
巻
七
定
考
選
等
の
記
裏
か
ら
最
早
明

か
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
鬼
頭
論
文
は
、
藤
原
宮
跡
第
2
4
次
発
掘
調

査
に
於
い
て
多
数
の
出
土
を
み
た
奴
碑
関
係
木
簡

に
つ
い
て
そ
の
繊
土
遺
構
・
出
土
状
況
・
記
載
内

容
を
詳
細
に
検
討
し
、
そ
れ
ら
が
官
奴
碑
を
管
掌

す
る
官
奴
頭
で
使
用
・
投
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
想
定
し
、
更
に
奴
干
隈
に
及
ん
で
官
奴
司
に
直

接
隷
属
す
る
二
つ
の
類
型
の
官
奴
碑
、
即
ち
今
奴

と
常
奴
の
区
分
が
そ
の
居
住
地
（
「
宮
と
村
」
）
に

よ
る
も
の
で
、
永
久
的
都
城
の
成
立
と
関
わ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。
今
奴
と

常
奴
の
理
解
に
つ
い
て
は
全
く
逆
の
想
定
も
可
能

か
と
思
わ
れ
る
が
、
木
簡
の
記
載
と
正
倉
院
文
書

と
の
関
連
か
ら
展
開
さ
れ
た
官
奴
碑
論
は
今
後
話

題
を
集
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
一
躍
。
本
誌
の
体
裁
・
編
集
等
に
つ
い

て
は
今
後
と
も
各
方
面
か
ら
注
文
・
踏
車
が
寄
せ

ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
あ
く
ま
で
学
会
設
立

の
目
的
を
守
り
そ
れ
を
果
さ
れ
る
様
切
に
希
望
す

る
次
第
で
あ
る
。

定
　
　
価

申
込
先

振
替
口
座

三
、
○
○
○
円
（
送
料
三
〇
〇
円
）

　
　〒
3
奈
良
市
二
条
町
2
丁
目
9

　
6

　
　
　
番
1
号

　
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

　
　
　
　
田
中
稔
気
付

　
　
　
木
簡
　
学
　
会

京
都
一
五
二
七
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（
8
5
判
　
二
一
添
六
頁
　
図
版
山
公
」
　
　
一
、
九
七
九
年

十
一
月
木
簡
学
会
三
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
（
橋
本
義
則
　
京
都
火
学
大
学
院
生
）

『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
都
市
史
研
究

の
現
状
一
組
織
・
テ
ー
マ
・
方
法
1
1

E
・
エ
ン
ネ
ン
』
（
立
教
大
学
国
際

学
術
交
流
報
告
書
第
一
輯
）

　
本
書
は
一
九
七
八
年
四
月
八
日
、
立
教
大
学
国

際
学
術
交
流
資
金
に
よ
る
第
一
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
同
大
学
で
行
な
わ
れ
た
国
際
学
術
交
流

に
関
す
る
報
告
譲
で
あ
る
。
近
年
、
国
際
的
な
学

術
交
流
が
様
々
な
専
門
分
野
に
お
い
て
活
況
を
呈

し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ

と
外
国
史
研
究
の
領
域
に
限
れ
ば
、
種
々
の
障
害

の
ゆ
え
に
必
ず
し
も
充
分
な
機
会
が
与
え
ら
れ
て

き
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
う
し
た
中
で
立
教
大
学

は
従
来
よ
り
国
際
交
流
を
重
視
し
、
ま
た
多
大
の

成
果
を
挙
げ
て
き
た
の
だ
が
、
此
度
そ
の
成
果
を

公
に
す
る
た
め
の
学
術
交
流
報
告
書
の
刊
行
資
金

が
設
け
ら
れ
る
に
至
り
、
そ
の
第
一
輯
と
し
て
と

り
あ
げ
ら
れ
た
の
が
、
ド
イ
ツ
中
世
都
市
研
究
の

碩
学
エ
ソ
ネ
ン
教
授
を
招
い
て
の
学
術
交
流
に
関

す
る
報
告
で
あ
る
。
こ
の
場
を
も
つ
に
際
し
て
の

主
な
労
を
も
と
ら
れ
た
鵜
川
馨
氏
に
よ
っ
て
編
纂

さ
れ
た
本
報
告
書
に
は
、
エ
ソ
ネ
ソ
教
授
の
報
告

の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
に
続
い
て
行
な
わ
れ
た
討
論

も
ま
た
収
め
ら
れ
て
お
り
、
臼
独
研
究
者
の
文
字

通
り
の
交
流
が
広
く
学
界
の
財
産
と
し
て
共
有
さ

れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
点
に
お
い
て
き
わ
め
て

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　
本
報
告
轡
の
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
た
エ
ソ
ネ
ソ
教

授
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
西
洋
史
学
』
第

一
一
〇
号
に
魚
住
昌
良
氏
に
よ
る
訳
稿
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
の
で
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
記
す
に
留

め
た
い
。
教
授
の
報
告
は
積
極
的
に
窺
論
を
展
開

す
る
こ
と
よ
り
も
、
学
界
の
現
状
を
適
確
に
掘
握

す
る
こ
と
に
意
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し

た
学
界
動
向
の
展
望
か
ら
お
の
ず
と
浮
か
び
あ
が

っ
て
く
る
現
在
の
都
市
史
研
究
の
方
向
性
は
、
　
エ

ン
ネ
ソ
激
授
自
身
の
都
市
史
研
究
の
方
法
及
び
課

題
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
方
向
性

と
言
う
に
は
あ
ま
り
に
多
様
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
に
も
拘
ら
ず
本
報
告
に
お
い
て
中
世
都
市
成

立
史
に
関
す
る
近
年
の
研
究
動
向
と
し
て
、
古
代

か
ら
中
世
へ
の
都
市
の
連
続
に
お
い
て
教
会
組
織

の
果
た
し
た
役
翻
及
び
こ
れ
と
結
澄
し
た
在
地
的

な
乎
工
業
の
存
続
の
重
視
、
プ
ラ
ー
ニ
ッ
ツ
的
ヴ

イ
ク
概
念
の
批
判
、
都
市
共
同
体
形
成
に
お
け
る

多
様
な
要
因
の
考
察
（
フ
ラ
ン
ク
の
参
審
員
団
体
、

フ
ラ
ン
ス
の
平
和
運
動
及
び
南
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

宣
誓
共
同
体
運
動
の
影
響
）
等
々
が
指
摘
さ
れ
る

と
き
、
そ
れ
は
同
時
に
エ
ソ
ネ
ソ
都
市
史
学
の
基

軸
を
な
し
て
き
た
緩
や
か
な
ひ
と
つ
の
方
向
性
を

も
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
他
、
都

市
概
念
の
多
様
化
、
時
期
的
、
地
域
的
な
隈
定
下

で
の
そ
の
再
構
成
の
必
要
性
、
中
等
後
期
の
都
市

の
人
口
史
的
、
社
会
史
的
な
聞
題
へ
の
論
及
が
興

味
深
い
。
欲
を
　
冨
え
ぼ
、
都
市
と
ヘ
ル
シ
ャ
フ

ト
（
様
々
な
次
元
で
の
）
の
関
係
、
不
完
全
都
市

写
経
畠
①
錺
銭
象
①
に
関
し
て
も
触
れ
ら
れ
る
べ
き

で
あ
っ
た
。

　
都
市
史
研
究
老
及
び
多
く
の
西
洋
中
世
史
研
究

者
を
も
含
む
参
加
者
と
エ
ソ
ネ
ソ
教
授
の
闘
で
行

な
わ
れ
た
質
疑
応
答
は
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
教
授
は
、
複
合
的
な
基
準
囚
巴
謬
2
♂
㌣

σ
言
O
Φ
一
に
よ
っ
て
都
市
概
念
を
地
域
毎
に
規
定

す
る
場
合
、
具
体
的
に
は
ま
ず
外
観
（
プ
ラ
ン
）
、
内

部
の
社
会
経
済
的
構
造
、
中
心
的
機
能
N
①
路
貯
巴
幣

け
簿
の
三
つ
を
指
標
と
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い

る
。
都
市
の
中
心
的
機
能
は
歴
史
地
理
学
、
経
済

地
理
学
の
成
果
を
容
れ
、
都
市
史
に
お
い
て
も
鍛

近
頓
に
重
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
　
一

148 （490）


